
罰零

村
上
実
知
子
さ
ん

（
松
蔭
女
子
学
院
短
期
大
学
生
活
造
形
学
科
２
回
生
〉

明
る
く
元
気
に

人
懐
っ
こ
ぐ

ヨ
四
号
ヨ
ョ
絡
一
一
ｍ
号
云
邑
言

紳
撒
６
才
媛
鼎
ん
川

_し一
一Ｌ
Ｌ鐸

娘
h

実
知
子
さ
ん
は
、
私
の
教
え
子
で
あ
る
。

耳
慣
れ
な
い
建
築
・
ま
ち
づ
く
り
の
講
義
に

戸
惑
い
な
が
ら
、
そ
れ
な
り
に
熱
心
に
聞
い

て
く
れ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
授
業
の
合
間

に
準
備
室
で
休
憩
し
て
い
る
と
頻
繁
に
現
れ

て
ひ
と
し
き
り
お
し
ゃ
べ
り
し
て
さ
っ
と
推
薦
者
／
竹
山
清
明

姿
を
消
す
。
明
る
く
て
元
気
で
人
懐
っ
こ
い
〈
松
蔭
女
子
学
院
短
期
大
学
助
教
選

お
嬢
さ
ん
で
あ
る
。
こ
の
３
月
に
短
大
を
卒
業
し
、
ソ
ニ
ー
に
就
職
が
決
ま

っ
て
い
る
。
元
町
１
番
街
の
老
舗
レ
コ
ー
ド
店
「
大
蓄
」
経
営
の
お
父
さ
ん

や
伯
父
さ
ん
と
は
、
商
店
街
の
ま
ち
づ
く
り
運
動
で
昔
か
ら
の
知
合
い
で
あ

る
。
ま
た
彼
女
は
、
松
蔭
高
校
で
教
鞭
を
取
る
私
の
妻
の
教
え
子
で
も
あ
る
。

（
カ
メ
ラ
・
米
田
定
蔵
）

一

英.鑑

; ど÷
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『墨

Ｆ ﾛ

１，$｜
Ｉ段

大
谷
晶
子
さ
ん

〈
芦
屋
大
学
教
育
学
部
産
業
教
育
学
科
４
Ｍ
生
〉

地
上
に
降
り
た

ビ
ー
タ
ー
パ
ン

ヨ
函
号
ヨ
ョ
用
一
一
毎
号
云
色
言

神
妙
６
才
媛
イ
ん
伽

画
を
取
り
上
げ
、
ス
チ
ー
ル
ロ
ッ
ト
に
和
紙
推
薦
者
／
小
宮
容
一

を
組
合
せ
た
フ
ロ
ア
ー
ス
タ
ン
ド
を
デ
ザ
イ

〈
芦
屋
大
学
助
教
授
〉

ン
、
制
作
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
伝
統
の
「
和
」
の
様
式
を
現
代
の
ラ
ィ
フ
ス

イ
ル
に
生
か
し
た
も
の
で
し
た
。
理
想
の
男
性
は
、
と
聞
く
と
イ
ン
テ
ル
ナ

キ
タ
ム
ラ
専
務
取
締
役
の
父
親
と
答
え
、
社
会
に
で
れ
ば
母
親
の
様
に
家
庭

と
仕
事
を
こ
な
せ
る
女
性
に
な
り
た
い
と
答
え
る
、
し
っ
か
り
者
の
神
戸
の

お
嬢
さ
ん
で
す
。
（
カ
メ
ラ
・
森
田
篤
志
）

い
1#' 甲

一
画
Ｆ

Ｌ

Ｔ
Ｈ

周

密芦

鴬皿

私
の
担
当
す
る
産
業
デ
ザ
イ
ン
・
ゼ
ミ
で

３
．
４
年
次
預
か
り
、
３
月
に
卒
業
と
な
り

ま
し
た
。
趣
味
に
日
本
舞
踊
を
噌
み
、
大
学

で
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
に
所
属
し
た
、
和
魂
洋

才
の
現
代
っ
子
で
す
。
卒
業
論
文
に
照
明
計

旨

一目

ｉ陽豚

弓

jijl
d 』
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嘉納千紗子のく宇宙〉
３

ＧＬＡＳＳＡＲＴｎｏｎｎｏｎ流

陽ゆ
る
ゆ
る
と
心
も
た
る
る
春
の
こ
ろ

う
す
べ
に
色
の
間
に
間
か
ら

菜
の
花
色
の
陽
が
こ
ぼ
れ

花
も
う
せ
ん
を
人
が
舞
う

花
見
月
、
桃
月
、
桜
月

で
も

う
き
う
を

浮
々
月
と
呼
び
ま
し
ょ
う

ひ
か
り
春
陽
を
あ
び
な
が
ら

花
の
中
を
さ
ま
よ
い
た
い

０吋eルノ
●

ガラス、しんちゅう
3 0ｃｍ×３０cｍ
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〒6 5 1 - 2 2
神戸市西区押部谷町高和1 5 5 7 - 1
ＴＥＬ､ 0 7 8 . 9 9 1 . 3 9 1 1

ＨＯＢ匿 神
戸
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
弧７

自然の恵みに人のこころをこめて

神戸市立農業公園･ワイン城

麹些

一
デ
ー

蕊蕊 世
界
に
誇
る

神
戸
ブ
ラ
ン
ド

鰯

神戸ビーフ
神戸ワイン

＆
神戸ウォーター

神
戸
ワ
イ
ン
城

廷」

昼

Ｉ

Lや｡一一点

再一司悪

一神戸の逸品
三
胃

神
戸
を
代
表
す
る
三
つ
の
ブ
ラ
ン
ド
。

そ
れ
は
〃
神
戸
ビ
ー
フ
〃
〃
神
戸
ワ
イ

ン
〃
〃
神
戸
ウ
ォ
ー
タ
ー
〃
で
す
。
世

界
の
舌
を
魅
了
す
る
神
戸
ビ
ー
フ
は
、

肉
質
は
細
く
て
柔
ら
か
く
、
風
味
豊
か

な
最
高
級
の
霜
降
り
肉
。
香
り
高
い
エ

レ
ガ
ン
ト
な
神
戸
ワ
イ
ン
は
、
欧
州
系

の
ワ
イ
ン
専
用
品
種
を
原
料
と
し
て
醸

造
し
た
本
格
派
。
世
界
の
船
乗
り
が
讃

え
た
神
戸
ウ
ォ
ー
タ
ー
は
六
甲
山
の
地

下
約
八
百
メ
ー
ト
ル
の
自
然
湧
水
。
神

戸
っ
子
ご
自
慢
の
こ
の
三
品
は
贈
り
物

に
も
う
っ
て
つ
け
の
人
気
商
品
で
す
。

1 コ読図
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お
い
し
い
瑚
排
に

こ
だ
わ
り
続
け
て

ＨＯＢ喧 神
戸
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
別

本物の味を求めて4 6 年 IⅢ洲1Ｎ
濠米

２Ｉ
ＩＬ歯一m ⑧

可可琶。
．李

手 陸、

埼
呼

Ｌ ヴ

地方発送部
〒6 5 O 神戸市中央区中山手通1 - 2 6 - 1
ＴＥＬ､078-2 6 1 - 3 8 3 9ＦＡＸ,078-2 2 1 - 1 6 0 1

瑚誹のいい香りに誘われて、思わず足が
向いてしまいます。にしむら瑚排では、
原産地で採集されたコーヒー豆を麻袋に
入れて一年以上熟成させます。本店前に
もそのごく一部が飾られていますが、こ
ういったところにもおいしさの秘密が隠
されているのです。( 写真はシェ・ラ・メー
ルにしむら）

鍵
宮水の劫ﾛ 排

神戸

K ％ノガ弓瑚誹店“

『
一

ｙ璃
Ｙ
己記

創
業
四
十
六
年
、
に
し
む
ら
伽
誹
伝

統
の
基
本
は
、
本
物
に
こ
だ
わ
り
続
け

て
き
た
こ
と
で
す
。
最
高
品
質
の
コ
ー

ヒ
ー
豆
を
一
年
以
上
じ
っ
く
り
熟
成
さ

せ
ま
す
。
そ
の
豆
を
工
房
で
培
煎
し
、
翌

朝
、
一
晩
寝
か
せ
て
コ
ク
の
出
た
一
番

お
い
し
い
時
に
全
店
へ
配
る
の
で
す
。

お
店
で
は
宮
水
を
使
い
、
挽
き
た
て
の

コ
ー
ヒ
ー
豆
を
ネ
ル
ド
リ
ッ
プ
で
入
れ

ま
す
。
お
い
し
く
飲
む
為
の
す
べ
て
の

工
夫
が
な
さ
れ
た
卯
誹
の
味
は
格
別
。

お
店
の
ス
タ
ッ
フ
の
明
る
い
笑
顔
が
伽

誹
の
味
を
引
き
立
て
ま
す
。

＝

に
し
む
ら
瑚
排

噸
一
一

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



れるのが、温度ｺ ﾝ ﾄ ﾛ ｰ ﾙ ･ システム｡ 外気温や貯
蔵食品の、に応じて7段階の温度5 ,節が可能､節電
にも役立ちます。また､急6画令凍ｽ ｲ ｯ ﾁ が付いて､
生鮮食品をｽ ビー ヂｨ に冷凍することも可龍食品
の鮮度や栄養分をそこなうことなく一気に冷凍する
ことができますｃ
使いやすさを考えた日本特別仕椴｡

冷
凍
庫
。
直
冷
、
マ
イ
ナ
ス
旧
℃

冷
凍
保
存
庫
は
一
家
に
一
台
。

イ
ギ
リ
ス
製
皿
２
の
大

印
Ｃ
で
急
速
冷
凍
ノ

☆
現
在
の
使
用
冷
凍
冷
蔵
庫
に

プ
ラ
ス
・
ワ
ン
で
冷
凍
食
品
の

保
存
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
は
解
消
ノ
．

冷
凍
食
品
の
種
類
や
品
数
が
増
え
、
ホ

ー
ム
フ
リ
ー
ジ
ン
グ
が
盛
ん
に
な
っ
て
き

た
今
、
専
用
冷
凍
庫
の
人
気
は
急
上
昇
中
。

そ
こ
で
ア
イ
ス
シ
エ
フ
。
イ
ギ
リ
ス
生
ま

れ
の
大
容
量
、
高
性
能
の
本
格
的
な
冷
凍

庫
で
す
。
ス
イ
ッ
チ
ひ
と
つ
で
急
速
冷
凍
。

食
品
の
細
胞
を
壊
さ
ず
、
栄
養
分
を
逃
さ

ず
冷
凍
で
き
、
お
い
し
さ
を
保
ち
ま
す
。

コ
ン
パ
ク
ト
サ
イ
ズ
で
堅
牢
な
材
質
、
省

エ
ネ
タ
イ
プ
で
低
騒
音
設
計
、
冷
気
が
逃

げ
な
い
、
上
開
き
で
内
カ
ゴ
付
で
す
。

お
使
い
頂
い
て
い
る
方
々
の
お
話
を
伺

っ
て
み
る
と
、
『
ふ
た
が
上
に
開
く
と
こ
ろ

が
い
い
ね
。
商
売
柄
、
ふ
た
の
開
け
た
り

閉
め
た
り
が
多
い
か
ら
、
こ
う
で
な
い
と

す
ぐ
に
冷
気
が
逃
げ
て
し
ま
う
ん
だ
。
夏

場
は
と
く
に
ね
」
『
急
速
冷
凍
ス
イ
ッ
チ
が

つ
い
て
い
る
か
ら
旬
の
野
菜
も
魚
も
そ
の

ま
ま
の
鮮
度
で
フ
リ
ー
ジ
ン
グ
で
き
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
機
能
や
容
量
か
ら
見
て

も
＄
こ
れ
、
安
す
ぎ
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

て分けて保存できる
ケットが付いてい

容
量
・
専な

ぜ
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
マ
ー
ク
に
認
め
ら

れ
て
い
る
ほ
ど
の
逸
品
が
そ
ん
な
に
安
い

の
か
と
い
う
と
、
英
・
ノ
ー
フ
ロ
ス
ト
社

の
「
４
立
方
フ
ィ
ー
ト
（
約
刑
４
以
下

の
冷
凍
庫
し
か
つ
く
ら
な
い
」
と
い
う
徹

底
し
た
方
針
に
よ
り
、
構
成
部
分
の
共
通

化
と
大
量
生
産
が
実
現
し
た
か
ら
な
の
で

す
。
ご
家
庭
で
は
も
ち
ろ
ん
、
業
務
用
の

補
助
ス
ト
ッ
カ
ー
と
し
て
も
ご
使
用
頂
け

ま
す
。

ス

巨Ｆ
J 1 0 5 型詞効内容縮１０２２画再詞

イギリス･ ノーフロスト社製
家庭用冷凍庫アイスシェフ
特別価格￥59,80Ｏ

お申込みはハガキにお名前･ 住所･ T e l を
ご記入の上、下記へお申込み下さい。

（代引にて送らせて頂きます）

豊田貿易
神戸市垂水区王居殿2 - 5 - 3 3

Ｔｅl(078)752-8886

r ｱ ｲ ｽ ･シェフ」は､直接冷却式を岬｡ ﾁ ｪ ｽ ﾄ織眉が駆使されています｡大きな特徴として挙げら

③低騒音や高出力で省ｴ ﾈ ﾀ ｲ プの密閉式ｺ ﾝ プﾚ ｯ ｻ ｰ を搭載管
●外気の変動から庫内温度を守る厚さ２インチ(約５ｍ)の断搾２．
.万全な断熱が､冷却効果を最大限に発揮させ､省エネにつながります。
●外気温､ 貯蔵食品の量に応じて調節できる唱度コントロールダイヤ
ル｣ 付､ ｻ ｰ ﾓ ｽ ﾀ ｯ ﾄ の側きにより庫内温度を保ちます｡
･ 操作パネルには日本語の操作シール付ですから､ どなたでも簡単に
操作できます｡
･ 気密性の高いガスケットが上ふたと本体をジャストフイットさせ
冷気を逃がしません。
･ 急速冷凍ｽ ｲ ｯ ﾁ ｡ このｽ ｲ ｯ ﾁ を入れれば、栄養分をそこなう
細胞破壊をおさえて生鮮食品を急速冷凍できます。
●直接冷却方式ですから庫内をむらなく冷凍､しかも- 2 0℃～- 2 2℃
の庫内温度で、２４時間当り6 . 戯g の冷凍が可能です。
●底部をサピから守る取付簡易型キャスターを同梱。
、便利なハーフサイズのパｹ ｯ ﾄ 付です｡
●運転表示ランプ付｡ カラーはホワイト

▲食品やｻ ｲ ズや用

ﾉ ｰ ﾌ ﾛ ｽ ﾄ社は1 9 7 2年に:粒.常に技術の開発に
努め‘必要:忠の90％は白ﾈﾅ牛産し､品質の保持とコ
ストダウンを実現しました。チェストタイブ小型冷
j睡(1402以下)では､その優秀性により英国では100
％やヨーロッパ、％と圧倒的なｼ ｪ ｱ を誇り､世界
各国で愛用されていますロ
クオリティの高さを誇る数々 の機能

イギリス・ノーフロスト社は、
冷凍庫専門メーカーです。

ノーフロスト社はフリーザー専門メーカー。
イギリスでは４立方フィート( 約１１３２）以下
の冷凍庫では9 0 ％以上、欧州では7 0 ％のシェ
アを持ち、定評があります。 イス･ ｼ ｪ ﾌ j には蜂' 1 型冷凍庫専業ﾒ ｰ ｶ ｰ の誇る

ﾀ ｲ ブの上開き式ですから､冷気を逃がさず､庫内を
むらなく冷やすことができます｡さらに､匝内温度を
守るために､約5 mの厚さの断裁ｵを使用しています‘
世界で認められたﾄ ンプメーカー

ﾌ ﾘ ｰ ジﾝ ｸ ﾞ 錦ｆをﾘ ｰ ドしますＧ

高出力のｺ ﾝ プﾚ ｯ ｻ ｰ は､ 密封式で極めて岬か。
日本語の操作ｼ ｰ ﾙ ､ ハーフサイズ･ バスケソトなど.
使うひとの立場に立った気配り訟計もｒアイス・ｼ
ｪﾌ｣ならではの1悪｡設置場所に合わせて､スライ
トインとしても､ﾌﾘｰｽﾀﾝヂｲﾝｸとしてもご
( 銅いただけます。

ノーフロスト社は､ 英国を代表するハイテク企業｢ ア

拓鮮なおいしさを- いつでもスピーディに料理する
クッキングに. ﾌ ﾘ ｰ ジﾝ グは欠かせ志せん｡ここ数
年､冷凍食品のパﾗ ｴ ﾃ ｨ も裕段に豊かになってき
ました｡今や室庭の主婦もホームフリージングを潅
用する時代.味のプロにとっては､冷測菟内のストソ
クの量が､ おいしさを左右するといっても過言では
ありません｡専用冷凍庫のニーズが高まる中.その声
にお応えするのが､ 英国の' 1 型冷》j 種専業メーカー､
ﾉ ｰ ﾌ ﾛ ｽ ﾄ 社のﾌ ﾘ ｰ ザー ｢ アイス･ ｼ ｪ ﾌ 』｡ その
1 0 2 1 という大容量とi言総能で､一輝涯用としても
業務用としても高い評価を得ています｡ 上開きタイ
プ切諒各派フリーザー｡

|誤長||燃鵠

型式

１

外
形
計
●
法
吋Ｉ

ｌ

一
陣
内
寸
法
ｍｒ

重量( k E 1

高さ

幅
奥汚
深さ

幅
奥行

Ｊ1 0 5

8 4 0

5 5 0

5７

5１

4４

ｑ

2９

7０

:５

５

1５

電
気
定
格

性
能

冷却方法

禍・電圧( ｖ〉
問波数( 脆）

圧縮機出力( Ｗ）
電熱装置出力( Ｗ）
康内温度( ℃）

2 4 時間当りの冷凍能力〔k g 】

右効内容繭( 戯
蛍相・’００

50/6０

6０

?５

- 2 0 ～･ －２２

6 . 5

直接冷却方式

１０２
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潔 鐘識一雲霧

自作のタイルをアーチに組み込んで。奥の食器棚には、日常使う作品が。

世一一

くう 陣

■
Ｆ
１
い
込

〕（

甥ｈ

j32参
亀灘向

雲崖

南潔宅両
邦：. §

Ｆ

増拷弾

雲崖

定価7 , 0 0 0 円（Ａ４版５６ページ）・郵送料3 8 0 円
取扱書店コーベブックスさんちか店、ジュンク堂センター街店、
流泉普房、漢口堂三宮店、日東館書林、丸善、海文堂、他
お問い合わせ・お申し込み月刊神戸っ子/ 神戸市中央区東町１１３－１
大神ピル９ＦT E L ､ 0 7 8 ( 3 3 1 ) 2 2 4 6 ＦＡＸ､ 0 7 8 ( 3 3 1 ) 2 7 9 5

ー

誰誰

ティーセット・ブルー。同じパターンでピンクのティーセットも有る。
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・トリトリのオリジナルメニューは3 0 樋類です。‘‘通､ , の方にも、焼珊はもうひとつ、とおっしゃる方にも、ご潤足をいただいております。
｡ 〈コースメニュー〉2 , 8 0 0 円他にも単品各梱、ワイン、日本酒などを亘宮に取り揃えています。
●1 0 名楢ほどの小パーティーには奥の小部屋が便利です。小人数でのパーティにご利用ください。

、／

ＫＯＢＥで生まれ育って1 5 年一・

‘. こだわり”のある味づくり、店づくりに努めています。

●ｐT b ､
“皇漢雄

一
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一
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》
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神戸市中央区北長狭通２丁目５－１
タイシンサンセットヒル 2 F

壷{ O 7 8 B 9 1 - 3 0 2 8

5 r 0 0 P M～1 0 : O O P M (オーダーストンプｌ
月曜日定休
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沖緬までやって来ました。

繍繍！灘蕊

凸

去
る
２
月
２
日
、
２
℃
の
大
阪
か
ら
２
時
間
、
理
℃
の

那
覇
空
港
着
。
タ
ク
シ
ー
で
沖
縄
高
速
道
路
を
北
へ
約
釦

、
、
名
護
市
へ
。

「
名
神
高
速
と
ち
っ
と
も
変
れ
へ
ん
。
こ
ら
絵
に
な
ら
ん

わ
。
運
転
手
さ
ん
、
帰
り
は
海
岸
の
見
え
る
所
通
れ
ま
へ

ん
か
。
…
・
・
」

め
ざ
す
は
名
護
自
然
動
植
物
公
園
。

「
今
日
は
少
し
寒
い
で
す
」
と
案
内
さ
れ
て
入
園
。

「
う
わ
／
，
王
子
動
物
園
全
部
を
ネ
ッ
ト
で
覆
っ
て
い
る
み

た
い
／
、
」

無
人
の
机
に
烏
用
の
エ
サ
（
屑
パ
ン
と
人
工
飼
料
）
一

袋
血
円
。
買
っ
て
な
い
人
に
は
知
ら
ん
顔
の
烏
た
ち
、
２

袋
買
っ
た
ら
来
る
わ
、
来
る
わ
。
見
え
な
い
所
か
ら
羽
ば

た
き
水
面
を
か
す
め
、
あ
っ
と
思
う
間
に
集
っ
て
く
れ
る
。

【
ア
フ
リ
カ
ゾ
ー
ン
】

ク
ロ
ト
キ
、
ヘ
ラ
サ
ギ
、
ハ
タ
ダ
ト
キ
そ
れ
に
カ
ン
ム

リ
ヅ
ル
た
ち
、
で
か
い
の
が
来
た
ノ
ア
フ
リ
カ
ト
キ
コ
ウ

だ
。「

ハ
タ
ダ
、
ハ
タ
ダ
と
鳴
く
の
で
ハ
タ
ダ
ト
キ
と
名
付
け

ら
れ
た
と
い
わ
れ
ま
す
」

「
そ
う
で
す
ね
、
五
年
位
で
、
こ
の
よ
う
に
入
園
者
に
集

ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

と
名
護
自
然
動
物
園
Ｋ
Ｋ
、
宮
島
和
彦
さ
ん
。

【
ト
キ
の
仲
間
た
ち
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
目
ト
キ
科
】

ト
キ
（
朱
鷺
）
の
仲
間
は
サ
ギ
に
似
て
い
る
が
、
ク
チ
バ

邸

血

蕊溌蝋溌

４

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ト
キ
南
ア
メ
リ
カ

シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
ト
キ
南
ア
メ
リ
カ

ク
ロ
ト
キ
イ
ン
ド
ー
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島

ム
ギ
ワ
ラ
ト
キ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ア
フ
リ
カ
ク
ロ
ト
キ
ア
フ
リ
カ

ハ
タ
ダ
ト
キ
ア
フ
リ
カ

カ
オ
ア
カ
ト
キ
ア
フ
リ
カ

（
習
性
）

ト
キ
は
エ
サ
に
な
る
水
生
動
物
の
よ
く
発
生
し
た
池
や

沼
に
集
り
、
近
く
の
森
に
繁
殖
コ
ロ
ニ
ー
を
作
る
が
、
エ

サ
が
無
く
な
れ
ば
突
然
移
動
す
る
。

「
宮
島
さ
ん
、
あ
の
ク
ラ
ハ
シ
コ
ウ
が
見
た
く
て
や
っ
て

来
た
ん
で
す
よ
、
き
れ
い
で
す
ね
／
，
」

我
が
国
で
飼
育
し
て
い
る
の
は
こ
こ
名
護
動
物
園
だ

け
、
カ
ラ
ー
写
真
で
な
い
の
が
残
念
／
、
。
あ
の
絶
滅
が
心

配
さ
れ
て
い
る
一
一
ホ
ン
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
同
じ
仲
間
で
こ
こ

で
の
自
慢
の
烏
だ
。

【
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
仲
間
た
ち
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
目
、
コ
ウ
ノ

ト
リ
科
】

コ
ウ
ノ
ト
リ
は
世
界
に
Ⅳ
種
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
仲
間
は

（
左
）
ク
ロ
ト
キ
（
中
央
）
ア
フ
リ

カ
ト
キ
コ
ウ
（
右
）
カ
ン
ム
リ
ヅ
ル

４
１
１
１
１

シ
が
丸
く
先
が
少
し

下
に
曲
っ
て
い
る
。

サ
ギ
は
真
っ
す
ぐ
と

が
っ
て
い
る
。

（
世
界
に
犯
種
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
も

の
）ト

キ
日
本
の
佐

渡
、
中
国
。
絶
滅
が

心
配
。
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蕊 到譲？潅錨黒誕》

ク
チ
バ
シ
が
太
く
て
大
き
な
鳥
で
魚
食
性
、
魚
や
肉
も
食

べ
て
い
る
。
絶
滅
が
心
配
さ
れ
兵
庫
県
豊
岡
で
保
護
育
成

が
行
わ
れ
て
い
る
の
は
ア
ジ
ア
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
一
一
ホ
ン

種
。
ち
な
み
に
我
が
国
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
コ
ウ
ノ
ト
リ

の
仲
間
は
次
の
と
お
り
。

ア
フ
リ
カ
ト
キ
コ
ウ
ア
フ
リ
カ

イ
ン
ド
ト
キ
コ
ウ
イ
ン
ド

エ
ン
ビ
コ
ウ
イ
ン
ド

シ
ュ
バ
シ
コ
ウ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

一
一
ホ
ン
コ
ウ
ノ
ト
リ
ア
ジ
ア
，

ク
ラ
ハ
シ
コ
ウ
ア
フ
リ
カ

オ
オ
ハ
ゲ
コ
ウ
ア
ジ
ア

ア
フ
リ
カ
ハ
ゲ
コ
ウ
ア
フ
リ
カ

ハ
シ
ビ
ロ
ハ
ゲ
コ
ウ
ア
フ
リ
カ
な
ど

【
次
は
ア
マ
ゾ
ン
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
ゾ
ー
ン
】

「
亀
井
さ
ん
、
バ
ナ
ナ
み
た
い
な
ク
チ
バ
シ
の
鳥
、
き
れ

い
で
す
ね
／
、
」

「
田
村
さ
ん
、
南
米
に
い
る
オ
ニ
オ
オ
ハ
シ
言
う
の
で
す

よ
」我

が
神
戸
王
子
動
物
園
で
も
、
ヒ
ム
ネ
オ
オ
ハ
シ
、
シ

ロ
ム
ネ
オ
オ
ハ
シ
、
一
一
シ
ョ
ク
キ
ム
ネ
オ
オ
ハ
シ
な
ど
、

幾
度
か
飼
育
し
た
が
、
越
冬
が
難
し
く
長
期
飼
育
に
成
功

し
て
い
な
い
。
亜
熱
帯
の
沖
縄
で
は
暖
房
の
必
要
も
な
く

長いくちばしの赤と黒のコントラ
ストが美しいクラハシコウ。

☆野性動物の特徴習性、観
察のしかた、飼育体験な
どをお答えします。

☆相談に来た方に､ ｢ 動物も
のしり百科」をさしあげ
ます。シリーズで集遡て
下さい。
●日晒日と祝日のみ
●１０：００～１１：３０，１３：３０
～１５：００

③動物科学資料館内

バ
ナ
ナ
み
た
い
な
く
ち
ば
し
の

の
催
促
。
一
眉
に
と
び
の
り
エ
オ
ニ
オ
オ
ハ
シ

サ
を
食
べ
て
く
れ
る
ほ
ど
馴
れ
て
い
る
。

【
き
っ
と
会
え
る
地
球
の
仲
間
た
ち
ノ
．
】

こ
こ
ネ
オ
パ
ー
ク
、
オ
キ
ナ
ワ
に
は
、
多
く
の
珍
し
い

動
物
や
植
物
が
、
仲
良
く
暮
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

れ
は
展
示
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
の
で
、
キ
ミ
が
注
意
深

く
探
さ
な
け
れ
ば
、
会
え
な
い
動
植
物
も
い
る
訳
で
す
。

で
す
か
ら
是
非
キ
ミ
の
方
か
ら
会
い
に
行
っ
て
下
さ
い
。

そ
う
す
れ
ば
、
き
っ
と
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
る
は
ず
で

す
。八

沖
縄
名
護
自
然
動
植
物
園
Ｖ

哨
乳
類
瓢
種
加
点
鳥
類
胡
種
剛
点

肥
虫
類
９
種
釦
点
魚
類
劃
種
訓
点

年
中
無
休
大
人
畑
円
、
中
高
生
伽
円
、
小
人
畑
円

翌
日
は
あ
の
介
護
ザ
ル
、
フ
サ
オ
マ
キ
ザ
ル
の
い
る
沖

縄
市
側
沖
縄
こ
ど
も
の
国
、
沖
縄
動
物
園
へ
取
材
に
出
か

け
た
。

昼
夜
放
し
飼
い
、
う
ら
や
ま

し
い
限
り
だ
っ
た
。

「
あ
そ
こ
に
ナ
マ
ケ
モ
ノ
が

い
る
よ
／
、
」

Ｔ
Ｖ
カ
メ
ラ
を
向
け
よ
う

と
す
れ
ば
、
首
す
じ
を
つ
つ

く
の
は
誰
だ
／
、
な
ん
と
オ
ー
ー

オ
オ
ハ
シ
夫
婦
２
羽
が
エ
サ

霧蹄謹醤

こども動物園相談コーナー

勤灘も鯵し虜憲懲

灘
115 曇
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蕊蕊

住吉別邸（資料提供住友史料館）

Ｊ
Ｒ
の
住
吉
駅
は
六
、
七
年
前
ま
で

は
平
屋
の
建
物
で
、
の
ど
か
な
感
じ
で

し
た
。
現
在
は
百
貨
店
の
よ
う
な
コ
ー

プ
こ
う
べ
の
店
が
新
し
い
駅
ビ
ル
に
入

っ
て
、
駅
前
の
景
観
も
す
っ
か
り
変
わ

り
ま
し
た
。
駅
の
北
口
か
ら
少
し
東
寄

り
を
北
へ
上
り
ま
す
。
山
手
幹
線
を
手

動
信
号
で
渡
る
と
、
や
が
て
右
側
に
大

き
な
門
が
見
え
て
「
住
吉
研
修
所
」
と
看

板
鶴
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
住

友
の
住
吉
別
邸
跡
で
す
。

明
治
の
後
半
雷
こ
の
辺
り
（
当
時
は
武

た
ん
に
か
ば
や
し

庫
郡
住
吉
村
反
高
林
）
は
一
面
の
雑
木

林
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
住
吉
駅
前
も

ま
だ
寂
し
く
、
駅
の
北
側
は
農
家
や
古

い
住
宅
が
点
在
す
る
だ
け
の
田
畑
で
し

た
。
明
治
三
十
八
年
頃
か
ら
隣
接
す
る

観
音
林
の
一
帯
が
地
元
の
有
力
者
の
手

で
宅
地
開
発
さ
れ
始
め
ま
し
た
。
上
水

道
の
設
備
な
ど
を
整
え
て
広
い
区
画
に

神
戸
と
住
友

今
月
は
最
終
回
、
住
吉
別
邸
の

お
話
を
し
ま
し
ょ
う
。 シ

リ
ー
ズ
③

ヤ

１
１１６
１

し
た
宅
地
は
、
財
界
の
知
名
人
が
居
住

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
居
住
者
の

社
交
ク
ラ
ブ
と
し
て
観
音
林
倶
楽
部
も

設
立
さ
れ
、
会
員
に
は
野
村
徳
七
、
安
宅

弥
吉
、
久
原
房
之
助
、
平
生
凱
三
郎
な
ど

の
著
名
な
顔
ぶ
れ
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ

の
中
の
一
人
に
田
辺
貞
吉
が
い
ま
し

た
。
田
辺
は
教
育
界
か
ら
住
友
入
り
し
、

住
友
銀
行
の
設
立
に
当
た
っ
て
は
初
代

の
支
配
人
（
現
在
で
い
え
ば
頭
取
）
を
務

め
て
い
ま
す
。
明
治
三
十
七
年
に
住
友

を
引
退
し
た
田
辺
は
、
反
高
林
に
居
宅

を
作
り
ま
し
た
。
日
本
家
屋
と
洋
館
と

が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
洋
館
は
こ
の
シ

リ
ー
ズ
に
登
場
す
る
野
口
孫
市
の
設
計

で
、
建
物
内
外
に
見
ら
れ
る
洗
練
さ
れ

た
デ
ザ
イ
ン
や
技
術
は
今
日
も
保
存
さ

れ
て
い
ま
す
。
つ
い
で
と
な
り
ま
す
が

観
音
林
倶
楽
部
も
、
野
口
の
設
計
だ
っ

た
そ
う
で
す
。

新
し
く
移
り
住
ん
だ
人
の
子
弟
の
た

め
に
は
学
校
が
必
要
と
な
り
、
明
治
四

十
五
年
四
月
私
立
小
学
校
を
創
設
さ
れ

甲
南
小
学
校
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

学
校
の
理
事
も
居
住
者
か
ら
選
ば
れ
、

田
辺
は
理
事
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
建

物
は
や
は
り
野
口
孫
市
の
設
計
で
し
た

が
、
生
徒
数
が
少
な
く
維
持
に
は
苦
労

し
た
そ
う
で
す
。
大
正
八
年
に
甲
南
中

学
校
が
発
足
し
、
七
年
間
の
一
貫
教
育

を
実
施
し
て
甲
南
高
等
学
校
（
現
在
の 藤本 織雄

甲
南
大
学
）
と
な
り
ま
す
。
大
正
九
年
に

は
甲
南
女
学
校
（
現
在
の
甲
南
女
子
高

校
）
が
開
設
さ
れ
、
両
校
と
も
田
辺
が
理

事
長
に
就
任
し
て
い
ま
す
。

大
正
四
年
、
田
辺
は
反
高
林
の
屋
敷

を
住
友
家
に
譲
っ
て
、
近
く
の
土
地
に

移
り
住
み
ま
す
。
住
友
家
は
大
正
十
四

年
に
大
阪
茶
臼
山
本
邸
を
大
阪
市
へ
寄

付
し
た
の
に
伴
い
、
本
邸
を
こ
の
住
吉

に
移
し
ま
し
た
。
家
長
の
友
純
は
こ
こ

で
病
床
に
臥
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

時
あ
た
か
も
住
友
系
企
業
も
労
働
争
議

が
盛
ん
な
頃
で
、
争
議
団
が
住
吉
本
邸

に
デ
モ
を
か
け
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
た

そ
う
で
す
。
争
議
団
の
喚
声
を
病
床
で

聴
い
た
友
純
は
、
時
代
の
変
化
の
波
を

感
じ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
翌
十

五
年
三
月
に
友
純
は
逝
去
し
ま
し
た
。

こ
の
年
は
住
友
の
幹
部
で
あ
っ
た
人
物

が
相
次
い
で
世
を
去
っ
て
い
る
の
は
、

こ
れ
も
時
代
の
節
目
を
象
徴
す
る
も
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
暮
れ
の
十
二
月

に
大
正
天
皇
は
崩
御
さ
れ
、
年
号
は
昭

和
へ
改
ま
っ
た
の
で
す
。

住
友
家
は
昭
和
十
二
年
ま
で
住
吉
を

本
邸
と
し
、
そ
の
後
は
京
都
へ
移
り
ま

し
た
。
本
邸
跡
は
厚
生
施
設
と
し
て
社

員
の
懇
親
行
事
な
ど
に
利
用
さ
れ
ま
し

た
が
、
現
在
は
住
友
グ
ル
ー
プ
の
企
業

の
研
修
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。
田
辺

が
建
て
た
洋
館
は
現
在
も
残
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
木
造
の
建
物
は
取
り
払
わ
れ

て
新
し
い
建
物
が
、
敷
地
の
中
に
点
在

す
る
よ
う
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
住

友
本
邸
で
あ
っ
た
こ
と
を
偲
ぶ
も
の
は

門
柱
と
松
の
茂
げ
み
だ
け
と
な
り
ま
し

た
。
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●
チ
ャ
イ
ナ
ペ
イ
ン
タ
ー
御
手
洗
佑
美
さ
ん

１
１１７
１

鰯

話題の広場

●

早
春
の
宵
、
展
示
と

出
版
記
念
の
集
い

白
い
陶
器
に
絵
付
け
を
す
る
チ
ャ
イ

ナ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
ア
ー
ト
。
神
戸
市

東
灘
区
在
住
の
御
手
洗
佑
美
さ
ん
が
、

今
年
一
月
に
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
す
る
チ

ャ
イ
ナ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
の
作
品
写
真

集
を
出
版
し
た
。
本
誌
二
月
号
に
紹
介

さ
れ
た
が
、
妬
年
に
亘
る
制
作
活
動
の

中
か
ら
選
り
す
ぐ
っ
た
作
品
約
印
余
点

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

二
月
五
日
（
土
）
に
、
そ
の
出
版
記
念

パ
ー
テ
ィ
を
兼
ね
作
品
展
示
会
が
開
か

れ
た
。
三
宮
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
伊
藤
町
で

の
展
示
会
に
は
約
測
人
が
訪
れ
、
ま
た

５
時
か
ら
の
パ
ー
テ
ィ
に
は
横
浜
か
ら

大
倉
陶
園
の
百
木
春
夫
社
長
を
始
め
、

名
古
屋
、
京
都
か
ら
約
訓
人
の
友
人
が

駈
け
つ
け
出
版
を
祝
っ
た
。

「
彼
女
の
人
柄
が
誌
面
に
表
わ
れ
、

イ
メ
ー
ジ
通
り
の
本
が
出
来
て
本
当
に

嬉
し
い
」
と
百
木
社
長
。
乾
杯
の
音
頭

は
「
私
も
死
の
淵
か
ら
返
っ
て
来
ま
し

た
。
御
手
洗
さ
ん
も
病
に
負
け
ず
が
ん

ば
っ
て
」
と
元
町
画
廊
の
佐
藤
廉
さ
ん

が
激
励
。
本
誌
編
集
長
小
泉
美
喜
子
は
、

御
手
洗
さ
ん
の
詩
「
人
は
地
球
の
旅
人
」

を
発
表
。
原
公
一
郎
さ
ん
の
ギ
タ
ー
演

奏
は
、
御
手
洗
さ
ん
の
出
身
地
松
江
に

ち
な
ん
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
小
泉
八
雲

の
組
曲
」
な
ど
如
曲
。
最
後
は
全
員
で

「
春
の
小
川
」
な
ど
合
唱
、
な
ご
や
か

な
早
春
の
宵
の
パ
ー
テ
ィ
で
あ
っ
た
。

回
作
品
集
の
お
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先

月
刊
神
戸
っ
子
〒
卸
神
戸
市
中
央
区
東
町
１
１

３
１
１
大
神
ピ
ル
９
階
ｍ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
７
８
１
３

３
１
１
２
２
４
６

i鍵

＜左上＞出版記念パーティ発起人の柿沼佑一夫妻と。＜左下＞チャイナペイント教室の生徒の皆さんと。＜右上＞大倉陶園の百木春
夫社長( 中央) ､ ペインター仲間の長浜勝子さん( 左) ､ と御手洗さん。＜右下＞生花を飾ったお祝のケーキを、ご主人とケーキカット。
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露ｆ中侶宅

十
一
月
十
日
か
ら
二
十
日
ま
で
Ｊ
Ｃ

Ｉ
（
国
際
青
年
会
議
所
）
の
五
十
周
年

記
念
大
会
で
あ
る
世
界
会
議
神
戸
大
会

が
開
催
さ
れ
る
。
数
年
に
亘
る
運
動
に

よ
っ
て
今
大
会
を
神
戸
に
誘
致
し
た
社

団
法
人
神
戸
青
年
会
議
所
（
Ｊ
Ｃ
）
は
、

従
来
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
Ｊ
Ｃ
だ
け
の

会
議
で
は
な
く
、
来
神
さ
れ
た
方
々
に

街
を
紹
介
し
、
文
化
交
流
を
深
め
て
も

ら
う
事
業
「
神
戸
ホ
リ
デ
ー
」
を
開
催

し
、
市
民
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
に
す
べ

く
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
し
て
い

る
。
そ
こ
で
、
シ
リ
ー
ズ
第
一
回
目
の

今
回
は
、
世
界
会
議
実
行
委
員
会
事
務

総
長
の
団
秀
和
さ
ん
に
、
我
々
市
民
も

参
加
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
お

話
を
伺
っ
た
。

今
大
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
国

内
よ
り
一
万
五
千
人
、
海
外
よ
り
百
十

カ
国
五
千
人
の
メ
ン
バ
ー
が
来
神
し
ま

す
。
今
大
会
は
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都

市
と
言
わ
れ
な
が
ら
、
世
界
の
主
要
都

市
に
比
べ
る
と
ハ
ー
ド
面
、
ソ
フ
ト
面

の
両
面
で
今
後
の
課
題
が
残
っ
て
い
る

神
戸
が
、
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市

萱迦
１”ｴにＴＫＤ理ＷｍＬＤｒｒ唾』辰回『くこ
m E C O L D m A N P W r R $ A m P O r にI

J c l 世界会議ﾈ 申戸大会
1 9 9 4年1 1月１０日～2 0日

国
際
交
流
を
通
し
て

●
Ｊ
Ｃ
Ｉ
世
界
会
議
神
戸
大
会
を
成
功
さ
せ
よ
う
八
１
Ｖ

八
世
界
会
議
実
行
委
員
会
事
務
総
長
Ｖ

団
「
地
球
市
民
」
の
意
識
を

秀
和

と
な
る
た
め
の
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
あ

る
と
我
々
は
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

「
の
隈
○
国
缶
伊
○
○
冨
巨
ロ
昌
○
缶
国
○

Ｚ
句
○
両
自
国
固
句
ロ
日
ロ
殉
国
」
の
も

と
に
、
神
戸
ホ
リ
デ
ー
を
楽
し
ん
で
頂

く
と
同
時
に
、
神
戸
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

を
発
揮
し
て
頂
き
た
い
と
考
え
、
我
々

Ｊ
Ｃ
だ
け
の
世
界
会
議
に
終
ら
な
い
よ

う
、
市
民
参
加
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
多

数
企
画
致
し
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
中

か
ら
二
つ
の
企
画
を
ご
紹
介
致
し
ま

す
。ま

ず
、
十
一
月
十
三
日
に
、
ポ
ー
ト

ピ
ア
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
今
大
会
に
あ

た
り
来
神
さ
れ
る
世
界
各
国
の
メ
ン
バ

ー
及
び
在
阪
神
地
区
の
外
国
人
、
留
学

生
の
方
々
に
、
日
本

の
伝
統
文
化
の
一
端

を
知
っ
て
頂
く
た
め

の
「
日
本
伝
統
文
化

展
」
（
仮
称
）
を
開
催

致
し
ま
す
。
お
茶
会
、

華
道
・
書
道
の
実
演

及
び
体
験
、
折
り
紙

・
凧
の
製
作
実
演
、

淡
路
の
人
形
浄
瑠
璃

鴬

巳IF線:

？

蕊
§

の
公
演
な
ど
実
際
に
〃
見
て
触
れ
て
″

頂
く
こ
と
に
よ
り
伝
統
文
化
の
本
質
の

一
端
を
感
じ
て
頂
き
、
ま
た
、
も
て
な

し
を
通
じ
て
市
民
の
方
々
に
外
国
の
方

々
と
の
交
流
を
深
め
て
頂
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
十
一
月
十
八
日
に
は
一
九
九

三
年
国
連
平
和
メ
ダ
ル
を
受
賞
し
た
オ

ル
ケ
ス
タ
。
デ
・
ラ
・
ル
ス
を
迎
え
、

神
戸
ワ
ー
ル
ド
記
念
ホ
ー
ル
に
お
い
て

「
ワ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
エ
イ

ド
ー
未
来
は
子
供
の
た
め
に
あ
る
」
と

題
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
・
コ
ン
サ
ー
ト
を

行
い
ま
す
。
従
来
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
は

違
い
、
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
ス
タ
イ
ル

で
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
雰
囲
気
の
中
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
は
か
れ
る
よ
う
な

演
出
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ

て
、
市
民
の
皆
様
に
言
葉
の
違
い
を
越

え
た
国
際
交
流
を
体
験
し
て
頂
き
、

「
地
球
市
民
」
の
意
識
を
持
っ
て
頂
け

た
ら
と
我
々
は
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
通
訳
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

通
じ
て
お
手
伝
い
下
さ
る
方
も
求
め
て

い
ま
す
。

篭
E…ﾛ Ｉ

号厩

１
１２０
１蕊

3Ｆ

J C I 世界会議に向けて適進する団さん
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